
 いよいよ師走を迎え、今年も残すところあとわずかとなりました。昼間はまだ暖かい陽ざしが差して、穏やか

な小春日和の日も多く、年の瀬を迎えるという感覚が無かったのですが、近くのアルプラへ買い物に出かけてみ

ると、クリスマスやお正月に向けた宣伝や品揃えがあり、それらを目にしていると、いつも通りの年末の緊張感

が湧いてきたようです。これから寒くなって、体調を崩しやすくなりますので、皆様、お気をつけください。 

 元旦に起きた能登半島地震は、発生当時の衝撃が大きく、まだ記憶に新しいところですが、約一年が経った今

でも、更に水害に見舞われるなどで、復興があまり進まない状況にあり、テレビやネットニュースなどで現地の

映像を目にすると、とても心が痛くなります。先月 21 日に野洲市防災センターで開催されました、「令和６年

度野洲市医療・介護多職種交流会」では、地震後に能登の現地に入って、しが DWAT＜災害福祉支援チーム＞

で、災害派遣活動をされた水田様から、被災地のリアルな現状や課題についての報告を聞かせて頂きました。い

ざ自分の住んでいる地域が被災した場合、医療・介護職の一員として、様々な場面にどのような対応が出来るの

か、普段からどのようなことに気をつけていれば良いのか、などについて考えながら、避難所の運営を想定した

グループ学習を通して、多職種の皆で意見を出し合って、解決策を見出す訓練をしました。報告のまとめでは、

普段の生活で防災用品や非常食の備蓄、家具の固定の点検、被災時の家族内でのルール作りや話し合い、職場に

おける BCP（事業継続計画：緊急事態に遭遇した際に、事業を継続・早期復旧させるための計画）が大切であ

ると挙げられていました。被災地支援の運営では、災害支援の３原則である（被災者主体、地元主体、協働）の

もと、被災者の声が届くような仕組み作りが必要ですが、今回のような大規模災害の時は困難だそうです。 

先月末に受講した専門医研修会は、能登半島地震の医療支援活動の報告に関する内容でした。災害医療の現場

では、組織体制の CSCA（指揮統制、安全、情報伝達、評価）と、医療支援体制の TTT（トリアージ、治療、

搬送）が原則であることがよく理解出来ました。今後も災害時の医療提供が可能な準備を進めたいと思います。 
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